
第１回 第６次山形村総合計画審議会 議事録 

開  催  日  時 令和３年７月７日 開始時間 19：00  終了時間 20：35 

会  場 ミラ・フード館 ホール・ミラ 

内 容 

１．開会 

企画振興課長 ・お忙しい中お集りいただき感謝。 

・これから総合計画の策定に向け、審議会がスタートする。 

・約１年半の長丁場となるが、よろしくお願いしたい。 

２．村長挨拶 

村長 ・総合計画は、村政の総論の部分であり、村の設計図の基本的なものであ

ると考えている。 

・村の最上位計画という意味では、公約より上位にあるものと思料。 

・長期にわたる審議会となるが、英知を結集し、ぜひご協力賜りたい。 

３．委嘱書交付、審議委員紹介 

企画振興課長 ・委嘱書は机上配布とさせていただく。 

・審議委員については、資料３ページの委員名簿により御紹介に代えさせ

ていただきたい。 

・併せて、幹事についても資料４ページに記載のとおりとなるのでご承知

願いたい。 

４．会長、副会長の選出について 

企画振興課長 ・審議会設置条例第５条の規定に基づき、会長及び副会長を置く。 

・互選と規定されているが、事務局で案を提示させていただく。 

・会長に、学識経験者として審議委員をお願いしている信州大学教授の小

山茂喜先生、副会長に区長の会会長の沖津弘門上竹田区長をそれぞれ推薦

したいがいかが。 

 

―異議なし― 

 

・会長、副会長より一言ずつ頂戴する。 



５．諮問 

村長 ・諮問書読み上げの上、会長に手交。 

 諮問事項：第６次山形村総合計画の策定に関する調査及び審議 

 諮問理由：山形村では平成 25年度に「第５次山形村総合計画」を策定し、

「めぐみの大地と人が響きあう 笑顔あふれる山形村」を村の

目指す将来像と定め村づくりを進めてきた。 

山形村を取り巻く社会環境や住民にニーズは大きく変化して

おり、少子高齢化や人口減少等を起因とする多くの課題に対応

していく必要がある。そうした厳しい時代を迎える中で、山形

村に求められることは、強みを活かしながら環境変化にあわせ

て自らを変化させていくことである。 

令和５年度からの 10年後を見据えた、新たな村づくりの指針

となる「第６次山形村総合計画」の策定に関して諮問し、意見

を求めるもの。 

６．業者紹介 

企画振興課長 

 

 

SCOP 鷲見氏 

・今回の計画策定にあたり、策定支援を特定非営利活動法人ＳＣＯＰに依

頼した。 

 

・山形村の総合計画には、第４次計画の策定時に携わらせていただいた。

当時は大学院生。その後NPO法人を立ち上げ、以来 20年ほど行政計画の

策定や研究を続けている。 

・これまで身に着けた知識を全力で投入し、計画策定に尽力していきたい

と思う。 

７．今後のスケジュール 

SCOP 鷲見氏 

 

 

 

地域振興係長 

 

 

 

 

 

 

会長 

・資料７ページのスケジュールを説明。 

・令和３年度末までに基本構想の素案策定。 

・令和４年度は基本計画の具体的な施策等の検討を行う。 

・令和４年 12月議会上程のスケジュールで進めていく。 

・次回第２回の審議会は８月４日（水）19時～ミラ・ホールにて開催予定。 

・内容は、村民アンケート内容の確認等。 

・以降、スケジュールに記載の時期に審議会開催を予定しており、全部で

９回、予備１回程度と考えている。 

 

―質問意見なし― 

 

・住民参加が大切と考えている。10年ほど前から、住民の社会参画の力が

重視されるようになっている。総合計画の策定は良い機会。 



８．閉会 

副会長 

 

・スタートラインに立ったということである。 

・これから、総合計画とは、ということから始まり、検討を進めていくこ

とになる。よろしくお願いしたい。 

第２部 はじめの一歩 

【趣旨】 

総合計画とは何かを勉強し、実際に作ってみるというワークショップを体験することで、これ

から実際にやることをイメージしていただきたい。 

 

【内容】 

 １．「総合計画とは」 

   資料１により説明 

 ２．アイスブレイク 

   グループ内で自己紹介（名前、地区、村の好きなところ） 

 ３．ミニ基本構想策定体験 

   資料２参照。 

   総合計画のうち、「人口目標」「目指す将来像（キャッチフレーズ）」「具体的な施策」 

   を一人一人考えた後、グループ内で共有。共有した内容のうち、特に面白かった内容や 

主な意見をグループごと発表。 

 ４．まとめ 

   体験していただいたことで、これから何を審議するのかイメージをしていただいた。 

   これから、事務局と幹事が中心となって検討した内容が審議会に提出される。 

   形式的な審議会にはしたくない。ぜひ、委員の皆様には忌憚のない意見をお願いしたい。 

 

 


